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［著書1
1) 山本洋，久保憲嗣，全陽，川上聡，藤永
康成，松井祥子．最新IgG4関連疾，患．岡崎
和一， Jll 茂幸編集主幹．東京：診断と治療
社； 2015. 呼吸器病変； p73・80.
2) 松井祥子．別冊日本臨床新領域別症候群
シリーズ免疫症候群（第2版）その他の免
疫疾患を含めて I. 日本臨床社編集大阪：
日本臨床社； 2015. IgG4関連呼吸器疾患；
pll9-125. 
［原著1
1) Hayashikawa Y, Iwata M, Inomata M, 
Kawagishi Y, Tokui K, Taka C, Kambara K, 
Okazawa S, YamadaT, Hayashi R, Kamura 
Y, Okazawa T, Matsui S, Kigawa M, and 
’robe K. Association of serum adiponectin 
with asthma and pulmonary function 
in the Japanese population.Endocrine 
Journal . 2015; 62: 695-709. 
2) Suzuki K, Furuse H, Tsuda T, Masaki 
Y, Okazawa S, Kambara K, Inomata M, 
Miwa T, Matsui S, Kashii T, Taniguchi 
H, Hayashi R, and Tobe K. Utility of 
creatinine/cystatin C ratio as a predictive 
marker for adverse effects of chemotherapy 
in lung cancer: A retrospective study. J 
International Med Res. 2015; O: 1-10. 
3) Suzuki K, Ichikawa T, Furuse H, Tsuda T, 
Tokui K, Masaki Y, Okazawa S, Kambara 
K, Inomata M, Yamada T, Miwa T, Matsui 
S, Kashii T, Taniguchi H, Hayashi R, Tobe 
K: Relationship of the urine cortisol level 
with the performance status of patients 
with lung cancer: a retrospective study. 
Support Care Cancer 2015; 23:2129・2133.
4) Inomata M, Hayashi R, Yamamoto A, 
Tokui K, Taka C, Okazawa S, Kambara K, 
Suzuki K, Ichikawa T, Yamada T, Miwa 
T, Kashii T, Matsui S, Tobe K and Imura 
J.Plasma neuron-specific enolase level as 
a prognostic marker in patients with nonｭ
small cell lung cancer receiving gefitinib. 
Mol Clin Oncol. 2015; 3: 802・806.
5) Nakajima A, Masaki Y, Nakamura T, 
Kawanami T, Ishigaki Y, Takegami T, 
Kawano M, Yamada K, Tsukamoto N, 
Matsui S, Saeki T, Okazaki K, Kamisawa 
26 
T, Miyashita T, Yakushijin Y, Fujikawa 
K, Yamamoto M, Hamano H, Origuchi T, 
Hirata S, Tsuboi H, Sumida T, Morimoto 
H, Sato T, Iwao H, Miki M, Sakai T, Fujita 
Y, Tanaka M, Fukushima T, Okazaki 
T, Umehara H. Decreased Expression 
of Innate Immunity-Related Genes in 
Peripheral Blood Mononuclear Cells from 
Patients with IgG4-Related Disease. Pros 
One. 2015; 1Q:e0126582 
6) Khosroshahi A, Wallace ZS, Crowe JL, 
Akamizu T, Azumi A, Carruthers MN, 
Chari ST, Della-Torre E, Frulloni L, Goto 
H, Hart PA, Kamisawa T, Kawa S, Kawano 
M, Kim MH, Kodama Y, Kubota K, Lerch 
MM, Lohr M, Masaki Y, Matsui S, Mimori 
T, Nakamura S, Nakazawa T, Ohara H, 
Okazaki K, Ryu JH, Saeki T, Schleinitz N, 
Shimatsu A, Shimosegawa T, Takahashi 
H, Takahira M, Tanaka A, Topazian hι 
Umehara H, Webster GJ, Witzig TE, 
Yamamoto M, Zhang W, Chiba T, Stone JH; 
Second International Symposium on IgG4-
Related Disease. International Consensus 
Guidance Statement on the Management 
and Treatment of IgG4-Related Disease. 
Arthritis Rheumatol. 2015;67:1688・99.
7) Matsui S, Yamamoto H, Minamoto 
S, Waseda Y, Mishima M, Kubo K. 
Proposed diagnostic criteria for IgG4 ・
related respiratory disease DOI: http・／／
dx. doi.org/l 0.1016/j .resinv.2015.09 .002 
Publication stage: In Press Corrected Proof 
Published online: October 19 2015 
8) Kawano H, Ishii A, Kimura T, Takahashi 
T, Hironaka H, Kawano M, Yamaguchi M, 
Oishi K, Kubo M, Matsui S, Notohara K, 
Ikeda E. IgG4-related disease manifesting 
the gastric wall thickening. Pathol Int. 
2015 Nov 24. doi: 10.llll/pin.12364. [Epub 
ahead of print] 
9）松井祥子，山本洋，源誠二郎，早稲田優子，
三嶋理晃久保恵嗣．第54回日本呼吸器学
会学術講演会シンポジウム報告 IgG4 関連
呼吸器疾患の診断基準．日呼吸誌 2015;
4: 129・132.
10）松井祥子. IgG4関連疾患．日サ会誌．
2015 ; 35 : 47-49. 
11）久保恵嗣，松井祥子，山本洋. IgG4関連呼
吸器疾患．日内会誌. 2015 ; 104 : 1848-1852. 
［総説］
1) 松井祥子. IgG4関連呼吸器疾，患． Modern 
Physician. 2015 ; 35 (11) : 1339-42. 
［学会発表1
1) Matsui S, Yamamoto H, Randa T, 
Minamoto S, Waseda Y, Mishima M, Kubo 
K. Proposal for diagnostic criteria for IgG4・
related respiratory disease. ATS 2015 
International Conference; 2015 May 16・20;
Denver. 
2) Okazawa S, Tanaka H, Shimokawa K, 
Tokui K, Kambara K, Inomata M, Yamada 
T, Miwa T, Hayashi R, Ashizawa N, 
Yamamoto Y, Doki Y, Matsui S, Tobe K. 
Succesful surgical drainage in a case of 
invasive pulmonary aspergillosis combined 
with MRSA infection. AmericanThoracic 
Society; 2015 May 15・20; Denver. 
3) 岡津成祐，徳井宏太郎，神原健太，猪又峰彦，
山田徹，林龍二，戸遺一之，松井祥子，吉田
良昌，三輪重治．左乳康胸の治療に難渋した
後腹膜嚢胞性病変を伴うリンパ脈管筋腫症
の 1例．第225 回日本内科学会北陸地方会；
2015 Mar8 ；石川 I.
4) 久保憲嗣，松井祥子．シンポジウム「IgG4関
連疾患における最近の進歩～ IgG4関連呼
吸器疾患」．第 112 回日本内科学会講演会；
2015 Apr 10-12 ；京都．
平成 27 年度（H27.l.l-H27.12.31) 研究業績 27 
5) 早稲田優子，松井祥子，佐伯啓吾，渡辺知志，
松沼 亮，高戸葉月，市川由加里，安井正英，
山田和徳， JI I野充弘，笠原寿郎 .IgG4関連
肺疾患モデルマウスの確立 -Lat Yl36F 
knock-inマウスの肺病変の解析一．第55 回
日本呼吸器学会学術講演会； 2015Apr 17-
19 ；東京
6) 徳永麻美，林龍二，平津慧里子，下川一生，
穂井宏太郎，岡津成祐，神原健太，猪又峰
彦，山田徹，三輪敏郎，松井祥子，戸遺一之．
ACOSの臨床的意義当科における COPD単
独と ACOS との比較．第55回日本呼吸器学
会学術講演会； 2015Apr 17・ 19 ；東京．
7) 猪又峰彦，徳井宏太郎，下川一生，岡津成祐，
神原健太，山田徹，三輪敏郎，松井祥子，林
龍二，戸遺一之，菓子井達彦．肺癌症例にお
ける Palliative prognostic indexの有用性に
関する検討．第55回日本呼吸器学会学術講
演会； 2015Apr 17・19 ；東京
8) 徳井宏太郎，田中宏明，下川一生，岡津成
祐，神原健太，猪又峰彦，山田徹，三輪敏郎，
松井祥子，林龍二，戸遺一之．当院における
肺非結核性抗酸菌症の治療に関する検討．第
90 回日本結核病学会総会. 2015 Mar 27・28;
長崎
9) 平津慧里子，林龍二，下川一生，徳井宏太
郎，岡i畢成祐，神原健太，猪又峰彦，山田
徹，三輪敏郎，松井祥子，戸遺一之，徳永真
美．当科間質性肺炎診療における HRCTの
役割第55 回日本呼吸器学会学術講演会；
2015Apr 17・19 ；東京．
10）篠田晃一郎，多喜博文，林龍二，松井祥子，
朴木博幸，津田玲奈，小尾麻衣子，山口智史，
松井篤，戸遺一之．抗ARS抗体陽性症例に
おける，抗体検出法による結果の相違につい
ての検討．第59回日本リウマチ学会総会・
学術集会； 2015Apr 23-25 ；名古屋．
11）猪又峰彦，田中宏明，三輪敏郎，下川一生，
徳井宏太郎，岡i幸成祐，神原健太，山田徹，
林龍二，戸遺一之，菓子井達彦，松井祥子
クリゾチニブにより頭蓋外病変に対する抗腫
蕩効果が得られたアレクチニブ耐性ALK遺
伝子転座陽性肺癌の 1例．第74回呼吸器合同
北陸地方会； 2015May 30-31 ；新潟．
12）岡浮成祐，田中宏明，下川一生，徳井宏太郎，
高千紘，神原健太，猪又峰彦，山田徹，林龍
二，戸遺一之，松井祥子，芦津信之，山本善
裕．「富山呼吸器講習会2014」繰り返し参加
した受講生への対応．第74回呼吸器合同北
陸地方会； 2015May 30-31 ；新潟．
13）徳井宏太郎，田中宏明，下川一生，岡津成
祐，神原健太，猪又峰彦，山田徹，三輪敏郎，
林龍二，戸遺一之，松井祥子．器質化肺炎と
して治療中に肺アスペルギルス症が明らかと
なった 1例．第74回呼吸器合同北陸地方会；
2015 May 30-31 ；新潟．
14）松本かおる，岡j畢成祐，下川一生，田中宏明，
徳井宏太郎，神原健太，猪又峰彦，山田徹，
三輪敏郎，林龍二，戸遺一之，松井祥子，河
合暦美，芦津信之，鳴河宗聡，山本善裕．嫌
気性菌性膿胸に対して静注Metronidazole併
用が有効と考えられた一例．第74回呼吸器
合同北陸地方会； 2015May 30・31 ，新潟．
15）神原健太，中嶋悠，芦津信之，下川一生，徳
井宏太郎，高千紘，岡i畢成祐，猪又峰彦，山
田徹，三輪敏郎，林龍二，松井祥子，菓子井
達彦．新旧ナビゲーションの機能比較につ
いて（BF-NAVI と Direct Path）.第38 回日
本呼吸器内視鏡学会学術集会； 2015 Jun 11 ’ 
12 ；東京
16）岡津成祐，田中宏明，下川一生，徳井宏太郎，
神原健太，猪又峰彦，山田徹，三輪敏郎，林
龍二，松井祥子，芦津信之，山本善裕，戸遁
一之. EBUS-GSで診断可能であった肺真菌
症症例の検討．第38回日本呼吸器内視鏡学
会学術集会； 2015 Jun 11-12 ；東京
17）徳井宏太郎，田中宏明，下川一生，高千紘，
岡津成祐，神原健太，猪又峰彦，山田徹，三
輪敏郎，林龍二，戸遺一之，松井祥子クリ
ゾチニブによる薬剤性肺障害の治療後にア
2泡
レクチニブを投与した肺腺癌の一例．第70
回日本肺癌学会北陸支部学術集会； 2015 Jul 
11 ；富山．
18）安川瞳，神原健太，田中宏明，下川一生，徳
井宏太郎，高千紘，岡津成祐，猪又峰彦，山
田徹，三輪敏郎，林龍二，戸遺一之，松井祥子．
ゲフィチニブ・アファチニブを投与後エルロ
チニブが著効した一例．第70回日本肺癌学
会北陸支部学術集会； 2015Jul 11 ；富山．
19）篠田晃一郎，朴木博幸，津田玲奈，小尾麻衣子，
山口智史，松井篤，木戸敏喜，松井祥子，多
喜博文，戸遺一之関節リウマチへのMTX,
ゴリムマブ療法中に抗PLヴ抗体陽性の間質
性肺炎を併発した一例．第27回日本リウマ
チ学会中部支部学術集会； 2015 Sep 4-5 ；愛
知．
20）松井祥子，林龍二， j賓島丈，下川一生，
猪又峰彦，徳井宏太郎，岡津成祐，神原健
太，山田徹，三輪敏郎，戸遺一之，土岐善紀．
IgG4関連疾患における抗酸菌感染の検討．
第24回日本シェーグレン症候群学会学術集
会； 2014 Sep 18・19 ；東京．
21) 正木康史，松井祥子，川野充弘佐伯敬子，
坪井洋人，平田信太郎，宮下賜一郎，折口智
樹，藤川敬太， IgG4 関連疾患研究グループ．
IgG4関連疾患に対する前方視的多施設共同
治療研究．第24回日本シェーグレン症候群
学会学術集会； 2014 Sep 18圃19 ；東京．
22）同淳成祐，田中宏明，下川一生，徳井宏太郎，
神原健太，猪又峰彦，山田徹，三輪敏郎，林
龍二，戸遺一之，松井祥子，東祥嗣，山本善
裕．繰り返す外泊後の発熱を契機に診断され
た加湿器肺の 1例．第75回呼吸器合同北陸地
方会； 2015 Nov 21-22 ；富山．
23）高千紘，田中宏明，下川一生，徳井宏太郎，
岡j畢成祐，神原健太，猪又峰彦，山田徹，三
輪敏郎，林龍二，松井祥子，戸遺一之．慢
性呼吸器疾患における Phyisical Activity の
役割．第75回呼吸器合同北陸地方会； 2015
Nov 21・22 ；富山．
24）南坂陽子，神原健太，田中宏明，下川一生，
徳井宏太郎，高千紘，岡j宰成祐，猪又峰彦，
山田徹，林龍二，松井祥子，戸建一之．特
異な画像所見を呈した慢性好酸球性肺炎の
一例．第75回呼吸器合同北陸地方会； 2015
Nov 21・22 ；富山．
25）勢藤善大，岡揮成祐，田中宏明，下川一生，
徳井宏太郎，神原健太，猪又峰彦，山田徹，
三輪敏郎，林龍二戸遺一之，松井祥子．リ
ンパ脈管筋腫症の後腹膜リンパ脈管筋腫にシ
ロリムスが著効した l例．第75回呼吸器合同
北陸地方会； 2015 Nov 21-22 ；富山．
［その他1
1) 松井祥子. IgG4関連疾患の呼吸器診断基準．
厚生労働科学研究難治性疾患克服研究事業
「IgG4関連疾d患並び、lこ治療指針の確立を目
指した研究」平成26年度総括・分担研究
報告書 97-100.
2) 松井祥子. IgG4 関連呼吸器疾患の治療と予
後に関する研究． 厚生労働科学研究委託費
難治性疾患等実用化研究事業「IgG4関連
疾患の病態解明と新規治療法の確立に関する
研究」平成26年度委託業務成果報告書
44-46. 
3) 松井祥子呼吸器分科会報告．厚生労働科学
研究難治性疾患克服研究事業 「IgG4関連疾
患並びに治療指針の確立を目指した研究」班
（千葉班）第I 回班会議； 2015Jan 9 ；京都．
4) 松井祥子. IgG4関連疾患呼吸器病変の病
態と治療に関する調査研究．厚生労働科学
研究委託費難治性疾患等実用化研究事業
「IgG4関連疾患の病態解明と新規治療法の確
立に関する研究」班（三森班）第 1 回班会議；
2015Jan10 ；京都．
5) 松井篤，朴木博幸，山口智史，篠田晃一郎，
多喜博文，松井祥子，戸遁一之．汎血球減
少症を併発した IgG4関連疾患の l例．第8回
IgG4研究会； 2015Mar 21 ；福岡．
6）松井祥子，山本洋，源誠二郎，半田
平成 27 年度（H27.1.1・H27.12.31）研究業績 29 
知宏，早稲田優子， 三嶋理晃， 久保裏嗣．
IgG4関連呼吸器疾患の病態と治療に関する
調査研究第8回IgG4研究会； 2015 Mar 
21 ；福岡．
7) 松井祥子 No smoking campus プロジェク
トメンバー養成研修会；富山県厚生課； 2015
May27 ；富山
8) 松井祥子．喫煙・飲酒・薬物乱用と健康．青
少年健康づくり支援事業舟橋小学校； 2015
Jul 13 ；富山．
9) 松井祥子．タバコと健康．青少年健康づくり
支援事業早月中学校； 2015Jul14 ；富山．
10）松井祥子．タバコと健康．滑川中学校； 2015
Jull7 ；富山．
11）松井祥子. lgG4関連呼吸器疾，患．第2回検
査と診療関西フォーラム； 2015Jul 25 ；大
阪．
12）松井祥子特発性間質性肺炎とその最新医療
について．富山県難病相談・支援センター；
2015 Sept 12 ；富山
13）松井祥子. lgG4関連呼吸器疾患の呼吸器病
変について．第53 回 0.1.D. Conference ; 
2015 Oct 3 ；大阪．
14）松井祥子．アルコールハラスメントに気をつ
けて平成27年度第 1回富山大学学生団体
講習会； 2015Oct 7 ；富山．
15）松井祥子．特発性肺線維症について～現状と
今後の展望～．日本ベーリンガーインゲルハ
イム社社内研修会； 2015Dec 21 ；富山．
16）松井祥子. lgG4関連疾患．読売新聞 医療
ルネッサンス No.6199 ; 2015年 12 月 1 日
1η 松井祥子. lgG4関連呼吸器疾患と診断基準．
Biotov 24号； 2015年4月； MBL医学生物学
研究所．
30 
西村優紀美
【著書］
1) 西村優紀美（2015）大学における発達障害の
学生に対するキャリア教育とキャリア支援，
障害者問題研究43,(2）.全国障害者問題研究
会， 91-98.
2) 西村優紀美（2015）青年期の発達障害とその
支援，そだちの科学．日本評論社， 82・86.
3) 西村優紀美（2015）障害児・者の教育保障の
取り組みとその課題，社会福祉研究，公益財
団法人鉄道弘済会， 28-29.
4) 西村優紀美（2015）発達障がいのある学生の
包括的支援のあり方， CAMPUS HEALTH52 
(2)40-45. 
［学会，研究会等における学術講演｝
1) 西村優紀美：発達障害のある学生の進路指
導・就労支援の取り組み（大学編）発達障害
者の就労支援セミナー．厚生労働省平成26
年度障害者就労支援者育成事業｛北陸ブロッ
ク］ • 2015.1.27. 富山．
2) 西村優紀美：コミュニケーションの困難さへ
の包括的支援～発達障がいに対するナラテイ
ブ・アプローチと「支援の見える化」～．静
岡市こころの健康センター主催静岡学生支援
実践研究集会. 2015.2.16. 静岡．
3) 西村優紀美：発達障害のある若者の生きづら
さ～大学における支援を通して見えてくるも
の～．石川県発達障害者支援センター主催「若
者の生きづらさを考える」. 2015.2.28. 石川．
4) 
5) 
6) 
7) 
8) 
西村優紀美：発達障害学生へのナラティブア
プローチ．愛媛大学発達障害学生支援セミ
ナー .2015.3.18. 愛媛．
西村優紀美：大学における支援の実際～自己
理解を促進する支援のあり方．自閉症啓発
デー in 横浜. 2015.3.28. 神奈川．
西村優紀美：発達障害のある学生への対応に
ついて．城西大学薬学部. 2015.4.18. 埼玉．
西村優紀美：修学上の課題を有する学生への
支援方法と課題～発達障害の特性を踏まえた
対応の在り方と問題点～．内閣府認定特定非
営利活動法人学生文化創造主催.2015.5.21.東
尽．
西村優紀美：発達障害のある子ども・平
成27年度児童思春期精神保健専門研修会
2015.7.2. 富山．
9) 西村優紀美：高等教育機関における障害学
生支援一発達障害のある学生への合理的
配慮について富山県立大学F D研修会．
2015.11.2. 富山．
10）西村優紀美：発達障害のある学生への支援
の在り方について．大阪保健医療大学2015.
11.10. 大阪．
11）西村優紀美：発達障害特性のある学生への支
援．群馬県発達支援センター. 2015.11.14.群
馬．
12）西村優紀美：発達障がい学生への修学支援．
新潟大学教育戦略フォーラム .2015.11.24.新
潟．
平成 27 年度（H27.l.l-H27.12.31) 研究業績 31 
竹津みどり
【学会発表1
1 ）竹津みどり・松井めぐみ 2015 情報通信技
術（ICT）を用いた交際相手への暴力（IPV)
一尺度作成および性別・遠距離恋愛との関連
一 日本健康心理学会第28 回大会， PW09.
2 ）竹津みどり・松井めぐみ情報通信技術
(ICT）を用いた交際相手への暴力（IPV)
一自己愛と関係不安との関連一 日本心理学
会第79 回大会， lAM-006.
3 ）宮前淳子・竹淳みどり・宇井美代子・寺島
瞳・松井めぐみ 2015 心理的暴力被害経
験尺度の作成包括的IPV尺度の構築に向
けて (1 ）日本心理学会第79 回大会， 3AM-
033. 
4 ）松井めぐみ・寺島瞳・宇井美代子・竹津みど
り・宮前淳子 2015 心理的暴力被害経験
尺度の作成包括的IPV (Intimate partner 
violence）尺度の構築に向けて（ 2) 日本
心理学会第79 回大会， 3AM司034.
5 ）寺島瞳・宮前淳子・松井めぐみ・竹揮みど
り・宇井美代子 2015 心理的暴力被害経験
尺度の作成包括的IPV (Intimate partner 
violence）尺度の構築に向けて（ 3 ）日本心
理学会第79 回大会， 3AM’035.
｛講演その他1
1 ）竹津みどり 「うつについて」講師富山大
学理学部FD研修会 2015.7.8.
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杉谷キャンパス
教 授（併）北島勲 IsaoKitajima 
准教授岩田実 IwataMinoru 
看 護 師高倉一恵 KazueTakakura 
看 護 師野口寿美 HitomiNoguchi 
臨床心理士 酒井渉 Wataru Sakai 
臨床心理士（非常勤） 佐野隆子 Takako Sano 
［原著1
10) Sakai K, Imamura M, Tanaka Y, Iwata 
M, Hirose H, Kaku K, Maega wa H, 
Hirotaka Watada H, Tobe K, Kashiwagi 
A, Kawamori R, Maeda S. Replication 
study for the association of rs7578597 
in THADA, rsl0886471 in GRK5 and 
rs7403531 in RASGRPl with susceptibility 
to type 2 diabetes in a Japanese 
population. Diabetology International 2015 
Dec;6(4):306-312. 
11) Hayashikawa Y, Iwata M, Inomata M, 
Kawagishi Y, Tokui K, Taka C, Kambara K, 
Okazawa S, Yamada T, Hayashi R, Kamura 
Y, Okazawa T, Matsui S, Kigawa M, 
Tobe K. Association of serum adiponectin 
with asthma and pulmonary function in 
the Japanese population. Endocr J. 2015 
May;62(8):695帽709.
12) Matsuba R, Sakai K, Imamura M, Tanaka 
Y, Iwata M, Hirose H, Kaku K, Maegawa 
H, Watada H, Tobe K, Kashiwagi A, 
Kawamori R, Maeda S. Replication Study 
in a Japanese Population to Evaluate 
the Association between 10 SNP Loci, 
Identified in European Genome-Wide 
Association Studies, and ’l'ype 2 Diabetes. 
PLoS One. 2015 May 7;10(5):e0126363. 
［総説1
1) 岩田実，戸辺一之．インスリン分泌能を評価
する新しい指標： Cペプチドインデックス，
SUIT 日本医事新報社2015; 4772(10 月 10 日
号）：47
［学会報告1
1) M, Imamura, S. Maeda, T. Yamauchi, K. 
Hara, M. Iwata, H. Hirose, K. Yasuda, H. 
Watada, H. Maegawa, C. Ito, Y. Tanaka, K. 
Tobe, K. Kaku, R. Kawamori, T. Kadowaki. 
A meta-analysis of Japanese genomeｭ
wide association studies identified seven 
novel susceptibility loci to type 2 diabetes. 
5lth Annual Meeting of the Europeanｭ
Association事for-the-Study-of-Diabetes; 2015 
Sepl 4-18; Stockholm. 
2) M, Imamura, S. Maeda, T. Yamauchi, K. 
Hara, A Takahashi, M Kubo, M. Iwata, 
H. Hirose, K. Yasuda, H. Watada, H. 
Maegawa, C. Ito, Y. Tanaka, K. ’robe, 
K. Kaku, R. Kawamori, M Kasuga, T 
Kadowaki. A Meta-analysis Of Japanese 
Genome-wide Association Studies 
Identified Seven Novel Susceptibility Loci 
To ’l'ype 2 Diabetes. 75th Scientific Sessions 
American Diabetes Association; 2015 Jun 
5-9;Boston. 
3) 岩田実，前田士郎，加村裕，高野敦子，村上
史峰，加藤弘巳，福島泰男，樋口清博，赤川
直次，手丸理恵，浅水幸恵、，新村里美，朴木
久恵，小清水由紀子，石木学，福田一仁，薄
井勲，戸辺一之. FTO遺伝子多型は最大既
平成 27 年度（H27.l.l-H27.12.31) 研究業績 33 
往BMI を介して2型糖尿病発症に関連する．
第58回日本糖尿病学会年次学術集会， 2015,
5,21・24，山口．
4) 松葉怜，今村美菜子，岩田実，広瀬寛，綿田
裕孝，前川聡，戸辺一之，柏木厚典，加来浩
平，河盛隆造，田中逸，前回士郎多人種ゲ
ノムワイド関連解析の大規模メタ解析により
同定された新規2型糖尿病感受性領域6領域
の日本人集団での検証第58回日本糖尿病
学会年次学術集会， 2015,5,21・24，山口．
5) 岩田 実，新村里美，朴木久恵，小清水由紀
子，中嶋歩，岡部圭介，角朝信，渡辺善
之，瀧川章子，石木学，薄井勲，戸辺一
之，工藤浩，黒木嘉人，西原永潤，加村裕，
岡津光代バセドウ病の経過中にlgG4甲状
腺炎の合併が考えられた一例．第58回日本
甲状腺学会学術集会， 2015, 1, 5・7，福島
θ 石木学，西国康宏，瀧川章子，岡部圭介，
角朝信，小清水由紀子，岩田実，薄井勲，
戸遺一之．強力な抗勲，戸遺一之．強力な
抗酸化剤アスタキサンチの in vivo における
糖代謝への影響．第58回日本糖尿病学会年
次学術集会， 2015,5,21・24，山口．
η 小清水由紀子，薄井勲，中嶋歩，新村里美，
角朝信，阿部圭介，瀧川章子，仙田聡子，
朴木久恵，福田一仁，石木学，岩田実，戸
遁一之．妊娠糖尿捕に対しインスリン治療を
必要とした症例の臨床的特徴に関する検討．
第58回日本糖尿病学会年次学術集会， 2015,
5, 21・24，山口．
8) 朴木久恵，小清水由紀子，中嶋歩，新村里
美，角朝信，阿部圭介，瀧川章子，仙田聡子，
石木学，岩田実，福田一仁，薄井勲，戸遺
一之．リラグルチドの併用療法によるインス
リン必要量の減量効果に関する検討． 第58
回日本糖尿病学会年次学術集会， 2015,5,21・
24，山口．
9) 中嶋歩，角朝信，福田一仁，新村里美，岡
部圭介，瀧川章子，朴木久恵，小清水由紀子，
岩田実，石木学，薄井勲，戸遺一之．強
化インスリン療法後の治療選択におけるグル
カゴン負荷試験や CPI の有用性の検討．第
58回日本糖尿病学会年次学術集会， 2015, 5, 
21・24，山口．
10）新村里美，小清水由紀子，石木学，中嶋歩，
朴木久恵，阿部圭介，瀧川章子，福田一仁，
岩田実，薄井勲，戸遁一之．血糖コントロー
ルに難渋している抗インスリン抗体陽性糖尿
病の I 例．第58回日本糖尿病学会年次学術
集会， 2015,5,21・24，山口．
11）西国康宏，石木学，瀧川章子，阿部圭介，
角朝信，小清水由紀子，岩田実，薄井勲，
戸建一之．緑藻由来アスタキサンチンの高
脂肪食肥満マウスにおける作用．第 36 回日
本肥満学会； 20日 10, 2-3，名古屋．
【その他1
13）岩田 実．糖原病の治療薬について．富山県
女性薬剤師会学術講演会； 2015Sep 6；富山
14）岩田 実．経口血糖降下薬の使い方と，イン
スリン治療選択のためのインスリン分総指標
の使い方について Metformin Seminar in 
Niikawa; 2015 Feb 19；魚津
15）岩田 実．新しい糖原病治療薬の使用経験
と，インスリン治療選択のための各種インス
リン分泌指標の有用性について．糖尿病治療
講演会；2015Apr 13；糸魚川
34 
高岡キャンパス
支所長（併任）
内科医（准教授）
看護師
臨床心理士（非常勤）
精神保健福祉士（非常勤）
臨床心理士（非常勤）
臨床心理士（非常勤）
立浪勝 Masaru Tachinami 
中川圭子 Keiko Nakagawa 
宮田留美 Rumi Miyata 
柴野泰子 Yasuko Shibano 
橋本願子 Junko Hashimoto 
大浦暢子 Nobuko Oura 
小倉悠里子 Yuriko Ogura 
中川圭子
［原著1
1) Nakagawa K, Hirai T, Ohara K, Fukuda N, 
Numa S, Taguchi Y, Dougu N, Takashima 
S, Nozawa T, Tanaka K, Inoue H. Impact of 
persistent smoking on long-term outcomes 
in patients with nonvalvular atrial 
fibrillation. J Cardiol 2015;65:429-33. 
［学会報告1
1) Kyoko lnao, Tadakazu Hirai, Shuhei 
Tanaka, Satoshi Numa, Kazumasa Ohara, 
Nobuyuki Fukuda, Keiko Nakagawa, 
Hiroshi Inoue. Functional improvement 
of left atrial appendage in patients with 
paroxysmal atrial fibrillation. 第79回日本
循環器学会学術集会， 2015,4,24・26，大阪．
2) Kyoko lnao, Tadakazu Hirai, Keiko 
Nakagawa, Satoshi Numa, Kazumasa 
Ohara, Nobuyuki Fukuda, Hiroshi Inoue. 
Stroke risk associated with environmental 
tobacco smoke among patients with atrial 
fibrillation. 第79回日本循環器学会学術集
会， 2015,4, 24-26，大阪．
3) Nobuyuki Fukuda, Shuhei Tanaka, Kyoko 
Inao, Keiko Nakagawa, Tadakazu Hirai, 
Hiroshi Inoue. Severe mitral regurgitation 
reduces thromboembolic events in patients 
with atrial fibrillation. 第79回日本循環器学
会学術集会， 2015,4,24・26，大阪．
【その他1
1) 中川圭子：「タバコの害と禁煙J について．大
島小学校， 2015, 12, 17，射水．
